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小さなチカラが！ 学校応援団特集

　

本
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
の

中
で
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一

体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
を
育
て
て
い
く

「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
に
、
地
域
の
人
材
を
主
と

す
る
「
学
校
応
援
団
」
が
あ
り
、
地
域

の
伝
統
や
文
化
、
自
然
環
境
な
ど
を
資

源
と
し
、
経
験
豊
か
な
方
々
が
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
役
割
を
担
い
、
学
校
で

の
教
育
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
授
業
の
補
助
や
読
み

聞
か
せ
と
い
っ
た
学
習
面
、
登
下
校
の

見
守
り
な
ど
の
安
全
面
、
地
域
の
伝

統
・
行
事
の
発
掘
と
継
承
と
い
っ
た
文

化
面
、
校
内
花
壇
の
整
備
や
子
ど
も
た

ち
に
は
手
の
届
か
な
い
箇
所
の
清
掃
と

い
っ
た
環
境
整
備
面
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
市
内
小
学
校
７

校
、
中
学
校
３
校
、
計
10
校
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
、
身
近
な
こ
と
が
「
学
校

応
援
団
」
へ
と
繋
が
る
こ
と
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
「
学
校
応
援
団
」
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

～ふるさと教育～
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初狩小学校「わらじ作り」

　平成２２年度の学校適正配置計画による統

合を機に、それまで笹子小と初狩小の教育活

動を支援していた地域の方々や団体によって

「学校支援地域会議」が設立されました。　

　両校のさまざまな特色ある教育活動を精査

し、統合後も継続発展させ今日に至っています。

　中でも「自らが作ったわらじを履いての６

年生笹子峠踏破」の実施には、地域の方々に

よるわらじ製作指導が欠かせません。毎秋、

笹子峠から甲斐大和駅を目指し、先人の苦労

を体験しています。

大月東小学校「地域学習」

　２年生は、生活科の学習「まちをたんけん

大はっけん」では、班ごとに学校のまわりに

ある商店街を探検して、商店街で働く人々の

仕事の工夫や苦労について知り、商店街の良

さをお互いに紹介し合う学習をしています。

　４年生は、学校のそばを流れている

「五
ご か せ ぎ

ヶ堰」について、調べ学習や見学を通して、

地域の発展に尽くした先人の業績を知り、暮

らしをより良くしようとした人々の願いや苦

労を学んでいます。

　　「商店街の方の声」

・お店のことを身近に

 感じてくれるのでうれしい。

　「子どもの声」

・昔の人の苦労が良く

 わかった。

　　「子どもの声」

・学校の近くに、

 たくさんのお店屋さんが

　　　あって驚いた。

3

市内小中学校の

　取り組み紹介
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強瀬小学校「地元再発見学習」

　３年生の総合的な学習の時間で、自分たち

の住んでいるまちを詳しく知ろうという目的

で「まち探検」を行い、強瀬地区を中心に地

図を模造紙に描きます。

　その地図をもとに、４年生では、社会科の

授業で強瀬地区内の消火器・消火栓・防火水

槽などの位置を調べ、描き加えます。

　これらの活動を通し、普段何気なく見てい

る地域の様子から新しい発見・感動を得て、

地域への愛着を高める活動となっています。

七保小学校「地域ふれあい集会」

　毎年、地域の皆さん、約４０名が講師とな

る「地域ふれあい集会」を実施しています。

　講師から「お手玉、ひげん玉鉄砲」といっ

た昔のあそびや「ほうとう、おつけ団子」な

どの食べ物から地域の食文化について、子ど

もたちは学びます。また、保護者の皆さんに

も参観や協力を得るなかで、交流を深めてい

ます。地域の多くの方が、協力し合いながら

運営し、子どもたちの郷土愛をこれまで以上

に育むとともに、広域な地域交流を深めるこ

とができる素晴らしい機会となっています。

大月西小学校「ふれあい大運動会」

　学校と地域の共催で「大月西小学校・真木

区民ふれあい大運動会」を実施し、今年で

２３回目を迎えます。

　児童の種目、地域の種目、ふれあい種目（児

童と地域の方が一緒に行う種目）、親子種目

があり、お互いに応援したり、多世代が交わ

る競技をしています。

　当日の運営以外にも前日の準備や運動会後

の後片付けなどを一緒に行い、まさに子ども

たちと地域の大人の方々とのふれあいの場と

なっています。

　　　　 「先生の声」

・たくさんの発見！ 地域のことを

 知るきっかけになればと思います。

4

※ひげん玉鉄砲と

　は…竹を利用し

　た遊びのことで

　す。

　　　　「子どもの声」

・いろんな応援で、すべての人に

 感謝したいです。
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猿橋小学校「産業学習」

　５年生が日本の産業を学習する一環とし

て、米作りに取り組んでいます。

　学校南側の田んぼを借り、地区の耕作組合

の皆さんを講師に、田おこしから代
しろか

掻き、田

植え、草取り、稲刈り、脱穀までを体験しま

す。体験を通して米作りや農業についての学

習を深め、各自の課題についてまとめ学習発

表会で発表します。収穫した餅米は、耕作組

合や保護者の皆さんの協力により、餅つきを

して収穫を祝います。また、わらを使って地

域の方を講師にわらじ作りをしています。

鳥沢小学校「自然学習」

　扇山管理委員会の皆さんの指導のもと、「巣

箱作り」や「夏休み親子木工教室」、「卒業制

作の本立て作り」、「扇山登山と自然学習」な

ど、扇山を中心としたさまざまな学習を行っ

ています。また、学校林の下草刈りも扇山管

理委員会や県、保護者の方の指導で行ってい

ます。この他、椎茸となめこの植菌作業は森

林組合や保護者の皆さんの指導で実施してい

ます。これらの活動を通して、自然の恵みへ

の感謝の気持ちと自然保護への意識を育み、

ふるさとへの理解と愛着を深めています。

大月東中学校「朗読会」

　読書活動の充実のための取り組みとして毎

年３回、図書委員会の運営により全校で朗読

会を行っています。

　朗読会は、朗読ボランティアグループ

「如
きさらぎ

月の会」の協力で、各クラスごとに分か

れて行います。

　朗読される内容は、名作あり、古典落語あ

り、そしてノンフィクションありとさまざま

です。朗読者による表現豊かな朗読の世界に、

生徒たちは想像力を豊かにし、教養を深めて

います。

　　　　 「子どもの声」

・物語に出てくる服を着ての朗読は、   

 説得力がありました。これからの

　　読書が楽しみです。

「子どもの声」

・すばらしい山が地域にあることを誇り  

 に思う。登山道の整備や森、自然を

　　守る活動ありがとうございます。

　　　「保護者の声」

・本当に貴重な経験をさせて

 いただき感謝しています。

5
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猿橋中学校「愛橋作業・地域交流」

　日本の名勝「猿橋」を美しく保存する取り

組みとして、「愛橋作業」　を行っています。

「愛橋作業」は、「猿橋」とその周辺を月に一

度、各学年ごとに清掃や草取りなどをする活

動で、６０年近く続く伝統行事です。

　また、毎年５月下旬に行われる「橋上の月」

という地域イベントに参加しています。これ

までは俳句作品だけの参加でしたが、今年度

は音楽部と有志が合唱を披露し、多くの観客

の方に喜びを提供し、地域の方と交流してい

ます。

富浜中学校「校内ロードレース」

　富浜中学校では、恒例のロードレースが今

年で３１回目を迎えます。このロードレース

は、生徒が安全に走るために、ＰＴＡ、地域

の駐在、安協、体育会、住民の皆さんの応援

によって支えられています。「ロードレース

を走れること」は、友だちがいて、支えてく

れる家族がいて、暖かい声援をしてくれる地

域の方々がいて、元気な自分がいるからです。

　今年度は１１月８日（土）に計画していま

すが、支えてくれる方々に感謝して、紅葉真っ

只中の鳥沢路を思いっきり走りますので、ご

声援をお願いします。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
応
援
団
を
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
冒
頭
に
説
明
し
た
、「
ふ

る
さ
と
教
育
」
の
中
で
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
特
色
は
、
山
、
川
、
緑
、
空
気
、

景
色
な
ど
、
都
会
に
は
な
い
自
然
の
中
で

四
季
を
感
じ
、山
歩
き
、木
登
り
、水
遊
び
、

種
を
ま
き
芽
が
出
て
実
る
喜
び
、そ
し
て
、

澄
ん
だ
夜
空
の
下
で
の
花
火
は
、
子
ど
も

の
「
身
も
心
も
充
分
に
育
つ
」
格
別
な
環

境
で
す
。
今
の
大
人
は
知
ら
ぬ
間
に
、
こ

の
よ
う
な
癒
し
の
場
を
経
験
し
て
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
昔

を
思
い
出
し
、

○
大
月
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
も
っ
と
知
っ

　

て
も
ら
い
た
い
。

○
大
月
市
は
い
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と

　

を
伝
え
て
い
き
た
い
。

　

小
さ
な
思
い
が
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
学

校
応
援
団
活
動
と
し
て
世
代
を
越
え
、
学

校
と
一
つ
に
な
っ
て
盛
り
上
げ
る
心
の
教

育
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
大
人
と
の
ふ
れ
あ
い

は
、
言
葉
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
潤
う
教
育

と
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
学
校
応
援
団

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合　

学
校
教
育
課　

学
校
教
育
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
４
７

        「地域の方の声」

・一生懸命な子どもたちを応援せずに  

 はいられませんでした。

6



◆
瑞

ず
い
ほ
う
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

宝
小
綬
章

　

武た
け
と
み富　

紘ひ

ろ

と人
（
猿
橋
町
）　

　

昭
和
33
年
、
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊

し
、
業
務
学
校
教
官
や
東
部
方
面
会

計
隊
長
を
務
め
る
な
ど
長
年
の
ご
功

績
が
認
め
ら
れ
、
本
年
春
の
叙
勲
に

お
い
て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◆
正し

ょ
う
ろ
く
い
ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

六
位
瑞
宝
双
光
章

　

（
故
）
安あ
ん
ど
う藤　

光み
つ
ま
さ公
（
猿
橋
町
）

　

昭
和
19
年
３
月
、
教
職
に
就
き
、

七
保
小
学
校
校
長
を
最
後
に
退
職
す

る
ま
で
41
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
義

務
教
育
の
振
興
発
展
に
努
め
た
ご
功

績
が
認
め
ら
れ
、
本
年
５
月
に
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

◆
旭

き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章

　

卯う

づ

き月　

正し
ょ
う
じ治
（
七
保
町
）

　

昭
和
54
年
に
大
月
市
議
会
議
員
に

当
選
し
、
３
期
務
め
る
な
か
、
議
会

運
営
委
員
長
、
市
議
会
議
長
な
ど
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発

展
と
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
が

認
め
ら
れ
、
本
年
３
月
に
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

◆
瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

　

落お
ち
あ
い合　

利と
し
あ
き明
（
七
保
町
）

　

昭
和
44
年
に
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊

し
、
北
富
士
駐
屯
地
に
お
い
て
無
線

班
長
を
務
め
る
な
ど
危
険
業
務
従
事

者
と
し
て
、
長
年
の
ご
功
績
が
認
め

ら
れ
、
本
年
春
の
叙
勲
に
よ
り
受
章

さ
れ
ま
し
た

　

兼か
ね
た
か髙　

一
は
じ
め

（
猿
橋
町
）

　

昭
和
46
年
に
東
京
消
防
庁
に
奉
職

し
、
37
年
間
に
わ
た
り
、
危
険
物
の

管
理
や
広
報
報
道
担
当
に
従
事
さ
れ

る
な
ど
、
危
険
従
事
者
と
し
て
の
ご

功
績
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
秋
の
叙
勲

に
よ
り
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

中な

か

お尾　

助す
け
ぞ
う三
（
七
保
町
）

　

昭
和
45
年
に
大
月
市
消
防
団
に
入

団
し
、通
算
36
年
の
間
、第
５
分
団
長
、

大
月
市
消
防
団
副
団
長
を
歴
任
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
の
防
災
に
尽
く
さ
れ

た
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
秋
の

叙
勲
に
よ
り
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

富と

み

た田　

祐ゆ
う
ぞ
う造
（
初
狩
町
）

　

昭
和
46
年
に
大
月
市
消
防
本
部
に

奉
職
し
、
警
防
を
は
じ
め
消
防
団
事

務
を
担
当
す
る
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

危
険
業
務
従
事
者
と
し
て
の
ご
功
績

が
認
め
ら
れ
、
本
年
春
の
叙
勲
に
よ

り
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
、
市
の
誕
生
日
と
し

て
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
各
種
団

体
の
代
表
者
を
は
じ
め
、
多
く
の

市
民
、
来
賓
の
方
々
を
迎
え
て
、

市
制
の
施
行
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
映
像
で
振
り
返
る

「
60
年
の
歩
み
」
を
鑑
賞
い
た
だ

き
、
市
内
小
中
学
生
に
よ
る
市
民

憲
章
の
唱
和
や
顕
彰
、
60
周
年
を

記
念
し
て
の
市
長
特
別
表
彰
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
な
ど
を
受
け
ら
れ
た
方
々

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
氏
名
は
常
用
漢
字
で
表
記
し
、

　

敬
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

市制施行 60 周年市制施行 60 周年

　　　　記念式典　　　　記念式典
　　大月市は昭和 29 年に誕生しました大月市は昭和 29 年に誕生しました

【
叙
勲
】

小中学生による市民憲章の唱和
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◆
全
国
市
議
会
議
長
会
一
般
表
彰

◆
県
市
議
会
議
長
会
一
般
表
彰

　

後ご

と

う藤　

慶よ
し
い
え家
（
御
太
刀
一
丁
目
）

　

古こ

み見　

金き

ん

や彌
（
七
保
町
）

　

小こ
い
ず
み泉　

二ふ

み

お

三
雄
（
大
月
三
丁
目
）

　

小お

ば

ら原　

丈じ
ょ
う
じ司
（
猿
橋
町
）

　

平
成
15
年
７
月
に
大
月
市
議
会
議

員
に
当
選
し
、
現
在
３
期
目
を
務
め

ら
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
と
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
対
し
、
本
年

５
月
に
全
国
市
議
会
議
長
会
並
び
に

山
梨
県
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

小こ
ば
や
し林　

岳
た
か
し

（
御
太
刀
一
丁
目
）

　

昨
年
、
第
27
回
前
田
晁
文
化
賞

を
受
賞
。
70
年
以
上
、
独
学
で
２
，

１
８
９
種
、
約
１
８
，
０
０
０
点
の

植
物
の
標
本
作
り
や
生
態
に
つ
い
て

研
究
し
、
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

　

押お
し
や
ま山　

元も

と

こ子
（
賑
岡
町
）

　

本
年
、
山
梨
県
美
術
協
会
の
第
41

回
会
員
展
で
会
員
賞
を
受
賞
。
日
本

工
芸
会
に
所
属
し
、
文
化
学
園
大
学

で
金き

ん
こ
う工
を
教
え
な
が
ら
創
作
活
動
に

励
む
な
ど
工
芸
の
向
上
及
び
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◆
法
務
大
臣
表
彰

　

小こ
ば
や
し林　

正ま
さ
ひ
と民
（
大
月
町
）

　

平
成
３
年
か
ら
永
き
に
わ
た
り
、

保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
に
尽
く
さ

れ
た
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
11

月
に
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

◆
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

大お
お
つ
き
こ
う
み
ん
か
ん

月
公
民
館

　

地
区
公
民
館
を
中
心
に
７
分
館
そ

れ
ぞ
れ
が
、
各
地
区
の
立
地
を
踏
ま

え
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
た
活
動

や
学
習
な
ど
の
取
り
組
み
が
優
良
公

民
館
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
本
年
３

月
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

【
各
種
表
彰
者
】

【
市
長
感
謝
状
受
賞
者
】

【
市
政
功
労
章
表
彰
者
】

元
教
育
委
員
会
委
員　
　

小お

ま

た俣　

早さ

な

え苗

元
農
業
委
員
会
委
員　
　

今
い
ま
い
ず
み
泉　

茂
し
げ
る

元
農
業
委
員
会
委
員　
　

和わ

だ田　

紘
ひ
ろ
し

元
農
業
委
員
会
委
員　
　

佐さ

さ

き

々
木
威た

け

お夫

元
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輿こ
し
み
ず水　

武た
け
ふ
み文

文
化
財
審
議
会
委
員　
　

藤ふ
じ
も
と本　

政ま
さ
ぞ
う三

青
少
年
育
成
推
進
員　
　

小お

ま

た俣　

治は

る

お夫

青
少
年
育
成
推
進
員　
　

小お

ま

た俣　

重し
げ
の
り範

青
少
年
育
成
推
進
員　
　

落お
ち
あ
い合
喜き

い
ち
ろ
う

一
郎

農
政
協
力
委
員　

 

（
故
）
天あ

ま

の野　

義よ
し
の
り範

農
政
協
力
委
員　
　
　
　

小こ
ば
や
し林　

隆た

か

お夫

農
政
協
力
委
員　
　
　
　

天あ

ま

の野　

千ち

あ

き明

農
政
協
力
委
員　
　
　
　

幡は

た

の野　

進
す
す
む

農
政
協
力
委
員　
　
　
　

箭や

た

け竹　

武
た
け
し

青
少
年
育
成
大
月
市
民
会
議
運
営
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡お

か

べ部　

光み
つ
お
き興

元
青
少
年
育
成
大
月
市
民
会
議
運
営
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小こ
ば
や
し林　

琴こ

と

よ代

＊
長
年
に
わ
た
り
市
政
の
た
め
ご
尽
力

　

い
た
だ
い
た
方
々
の
表
彰

左 ) 顕彰者からの謝辞

右 ) ６０年の歩みを振り返る映像の鑑賞

市長感謝状
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○
公
共
生
活
分
野

防
犯
、
清
掃
、
環
境
美
化
、
交
通

整
理
、
環
境
衛
生
、
学
校
、
地
域

の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
方

天あ

ま

の野　

和か
ず
よ
し喜
（
笹
子
町
）

天あ

ま

の野　

東と
う
い
ち一
（
笹
子
町
）

小こ
ば
や
し林　

新し

ん

じ二
（
初
狩
町
）

正ま

さ

き木　

鐵て

つ

じ二
（
初
狩
町
）

石い
し
か
わ川　

謙け
ん
き
ち吉
（
賑
岡
町
）

桑く
わ
ば
ら原　

町ま

ち

こ子
（
七
保
町
）

古ふ

る

や屋　

邦く
に
ま
さ政
（
七
保
町
）

小お

ま

た俣　

義よ
し
か
つ勝
（
猿
橋
町
）

小こ
ば
や
し林　

肇
は
じ
め　

 

（
猿
橋
町
）

稲い
な
も
と本　

和か

ず

お男
（
富
浜
町
）

小お

ま

た俣　

幸こ
う
い
ち一
（
富
浜
町
）

鈴す

ず

き木　

了り
ょ
う
じ二
（
富
浜
町
）

畠は
た
け
や
ま
山　

誠
ま
こ
と　

 

（
梁
川
町
）

渡わ
た
な
べ邉　

房ふ

さ

こ子
（
本
市
出
身
）

滝
子
山
鎮ち

ん
ぜ
い
が
い
け

西
ヶ
池
保
存
会

北
天
神
一
丁
目

強
瀬
小
学
校
教
育
振
興
会

下
和
田
区
民

小
沢
地
区
水
道
協
力
者

恋
路
ク
ラ
ブ

○
福
祉
・
医
療
分
野

社
会
的
弱
者
へ
の
援
助
や
激
励
、

健
康
づ
く
り
活
動
や
指
導
な
ど
に

尽
く
さ
れ
た
方

清し

み

ず水　

薫
か
お
る　

 

（
大
月
町
）

上う

え

だ田　

實
み
の
る　

 

（
賑
岡
町
）

佐さ

と

う藤　

勝
ま
さ
る 　

（
猿
橋
町
）

長な
が
さ
か坂　

豊
ゆ
た
か　

 

（
猿
橋
町
）

加か

と

う藤　

重し
げ
と
し利
（
富
浜
町
）

山や
ま
ざ
き崎　

芳よ
し
か
ね包
（
富
浜
町
）

○
経
済
・
産
業
分
野

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
上
水
道
事

業
、
農
業
な
ど
地
域
の
振
興
・
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
方

星ほ

し

の野　

實
み
の
る　

 

（
御
太
刀
一
丁
目
）

根ね

ぎ

し岸　

光み

つ

こ子
（
猿
橋
町
）

杉す
ぎ
も
と本　

成せ

い

じ司
（
梁
川
町
）

○
教
育
・
文
化
分
野

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
、青
少
年
育
成
、

社
会
体
育
、
郷
土
芸
能
・
伝
統
の

保
存
、
公
民
館
活
動
教
育
環
境
の

整
備
な
ど
に
尽
く
さ
れ
た
方

宮み
や
も
と本　

美よ
し
は
る春
（
笹
子
町
）

小こ
ば
や
し林　

厚こ

う

じ治
（
初
狩
町
）

小こ
ば
や
し林　

豊
ゆ
た
か　

 

（
初
狩
町
）

奈な

ら良　

季す
え
ひ
こ彦
（
初
狩
町
）

和わ

だ田　

哲て

つ

お雄
（
猿
橋
町
）

前ま

え

だ田　

福ふ
く
い
ち
ろ
う

一
郎
（
富
浜
町
）

伊い

と

う藤　

知と
も
は
る治
（
本
市
出
身
）

小こ
ば
や
し林　

雅ま
さ
ひ
で英
（
本
市
出
身
）

笹
子
町
政
運
営
委
員
会

笹
子
外
七
財
産
区
管
理
会

笹
子
町
林
業
研
究
会

甲
州
砕
石
株
式
会
社
初
狩
鉱
業
所

初
狩
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

鳥
沢
小
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
保
存
会

【
市
長
特
別
表
彰
者
】

＊
60
周
年
を
記
念
し
て
の
表
彰

問
合　

秘
書
広
報
課　

秘
書
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎☎
(23)(23)
８
０
０
４

左 ) 市長特別表彰、右 ) 市政功労賞表彰
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首長から独立した行政機関で、専門知識や公正中立な立場が求められる

行政の仕事について、判断する教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、

農業委員会、固定資産税評価委員会などがあります。
行政委員行政委員

志
し む ら

村　淳
あつし

奥
おくわき

脇　一
か ず お

夫

●監査委員をご紹介します
（敬称略）

●農業委員をご紹介します（敬称略、○は担当地区）

　　小
こばやし

林　良
りょうじ

次
　初狩町下初狩1936
　○中初狩（藤沢を含む）・
　　神戸・立川原・丸田

　　宮
みやざき

咲　寛
じ つ や

也
　初狩町下初狩301
　○下初狩（藤沢を除
　　く）・側子

　　和
わ だ

田　廣
ひろゆき

行
　大月町真木3933
　○上真木・恵能野・
    間明野・桑西

　　渡
わたなべ

邊　克
よしのり

典
　大月町真木3446
　○下真木

　　天
あ ま の

野　千
ち あ き

明
　賑岡町浅利70
　○浅利・強瀬・岩　
　　殿・西奥山

　　米
よねやま

山　義
よしかず

一
　賑岡町畑倉991
　○畑倉・日影・東奥
　　山

　　平
ひ ら い

井　美
よしたか

孝
　大月町花咲172
　○花咲（富士見台含
　　む）

◆
第
１
区
公
選
（
定
数
７
名
）

　

笹
子
町
、
初
狩
町
、
大
月
町
、

　

大
月
１
丁
目
〜
３
丁
目
、

　

御
太
刀
１
丁
目
〜
２
丁
目
、

　

駒
橋
１
丁
目
〜
３
丁
目
、

　

賑
岡
町

監
査
委
員

監
査
委
員

　

監
査
委
員
は
、
市
の
財
務
や
行
政
運

営
に
関
す
る
事
務
な
ど
の
執
行
が
、
地

方
自
治
法
等
の
法
令
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
適
正
で
効
率
的
、
能
率
的
に
行
わ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
独
立
し
た
権
限

に
基
づ
い
て
監
査
等
を
行
う
行
政
委
員

で
す
。

　

市
長
が
優
れ
た
識
見
を
持
つ
方
、
お

よ
び
議
員
の
う
ち
か
ら
議
会
の
同
意
を

得
て
選
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
議
会
選
出
監
査
委
員
の

退
任
に
伴
い
、
７
月
議
会
を
経
て
、
新

た
に
監
査
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。　

農
業
委
員

農
業
委
員

　

農
業
委
員
会
は
、
農

地
法
に
基
づ
く
売
買
や

貸
借
の
許
可
、
農
地
転

用
案
件
へ
の
答
申
、
遊

休
農
地
の
調
査
・
指
導

な
ど
を
中
心
に
農
地
に

関
す
る
事
務
を
執
行
す

る
行
政
委
員
会
で
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
７

月
６
日
執
行
の
農
業
委

員
会
委
員
一
般
選
挙
で

無
投
票
当
選
さ
れ
た
14

名
に
当
選
証
書
が
付
与

さ
れ
、団
体
推
薦
３
名
、

市
議
会
推
薦
４
名
の
７

名
に
は
、
選
任
証
書
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
に
開
催

し
、
会
長
は
初
狩
町
下

初
狩
の
宮み
や
ざ
き咲
寛じ

つ

や也
氏
、

会
長
職
務
代
理
は
七
保

町
葛
野
の
志し

む

ら村
喜よ

し
み
つ光
氏

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

会
長

代
表
監
査
委
員

議
会
選
出
監
査
委
員

○
新
た
な
委
員　

奥
脇
委
員

 

総
会
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　　西
にしむら

村　恒
つ ね お

男
　七保町奈良子 441
　○奈良子・林・田無
　　瀬

　　古
ふ る た

田　政
まさよし

義
　七保町下和田1401
　○下和田

　　小
こ み や ま

宮山　篤
あつし

　猿橋町猿橋1567
　○小倉・田中・幡野・
　　小沢・朝日小沢

　　久
く し ま

嶋　良
よしもと

元
　富浜町鳥沢6249
　○山谷・中野・坂尻・
　　大久保・袴着

　　梶
かじはら

原　勝
まさる

　梁川町綱の上656
　○梁川全域

　　蔦
つ た き

木　正
まさひこ

彦
　七保町瀬戸52
　○瀬戸・駒宮・浅川

　　小
お ま た

俣　昭
あ き お

男
　富浜町鳥沢83
　○堀の内・下鳥沢・
　　上鳥沢・寺向・駅
　　南・小向

　　今
いまいずみ

泉　治
はるみち

通
　笹子町白野351-1
　○笹子全域

　　萩
はぎわら

原　剛
つよし

　猿橋町猿橋285-4
　○殿上・猿橋・伊良
　　原・四季の丘

　　小
こばやし

林　信
のぶやす

保
　大月三丁目4-15
　○御太刀・駒橋・大
　　月３丁目

　　小
こ み や

宮　文
ふ み お

男
　大月町大月1217-3
　○沢井・大月１丁目・
　　大月２丁目

　　金
か な い

井　信
まこと

　猿橋町藤崎608
　○小篠・津成・太田・
　　小田・久保

　　山
や ま だ

田　政
まさふみ

文
　富浜町鳥沢93
　○宮谷

　　志
し む ら

村　喜
よしみつ

光
　七保町葛野749
　○葛野・大島

◆
第
２
区
公
選（
定
数
７
名
）

　

七
保
町
、
猿
橋
町
、

　

富
浜
町
、
梁
川
町

◆
団
体
推
薦
（
３
名
）

◆
市
議
会
推
薦
（
４
名
）

　

土
地
改
良
区

　

富
士
農
業
共
済
組
合

　

Ｊ
Ａ
ク
レ
イ
ン

　
　
　

農
業
協
同
組
合

会
長
職
務
代
理
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中央病院情報　ｖｏｌ．１4

信頼し愛！支え愛！信頼し愛！支え愛！ーそれが、これからの病院ーーそれが、これからの病院ー

　リハビリテーションという言葉は“re”＝「再び」と“habilis”＝「適応」に由来します。つまり、

リハビリテーション科は病気や外傷の後、元の生活に戻るための手伝いをする診療科です。

看護師・薬剤師・作業療法士・臨床工学技士・視能訓練士・診療情報管理士

平成２７年４月１日採用の

　リハビリセンターが３月から新病棟の５階に一

新しました。

　座る、立つなどの身体の基本的な機能の回復を

サポートする理学療法室と、食事や入浴などの日

常生活を送る上で必要な機能の回復をサポートす

る作業療法室が同じフロアとなったことで、訓練

の効率が良くなりました。

　　　リハビリテーション科の取り組み

を９月１７日（水）を受付期限として募集しています。詳細は、お問い合わせください。

問合　市立中央病院　医事管理課　総務担当　☎（22）１２５１

大月市立中央病院　９月　診療予定表

　リハビリテーション科では、単に心身機能の

回復への訓練と考えるのではなく、人間らしく

生きる権利の回復と考え、住み慣れた地域で生

き生きと暮らせるためのリハビリを提供してい

ます。

　診察を受けている医師の指示で、理学療法士

や作業療法士、看護師、医療ソーシャルワーカー

などが協力し合い、患者さんの治療状況に応じ

て、機能回復を図ります。

　また、外来リハビリも行っています。

　患者さんには、脳梗塞、脳出血などの脳血管疾

患、骨折などの整形外科疾患、肺炎や心不全など

の内科疾患と外科手術後の長期間の安静により生

じる廃用症候群などが多く、また、脳性まひなど

の小児科疾患については、県東部で唯一、対応を

しています。

　今後は、スタッフの充実を図り、さらに地域医

療の向上に努めます。

５階からの景色を見て…

　・大月のまちや岩殿山が一望でき

　　てすばらしい。

　・この景色で、リハビリを頑張る

　　ことができました。

 患者さんや家族の声

12広報おおつき / ２０１４.０９



大月市立中央病院大月市立中央病院　　９９月月　　診療予定表診療予定表

☆
ご
家
庭
で
目
の
届
く
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

現
在
も
看
護
師
募
集
中
で
す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●受付時間　平　日　午前８時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　　　　　　　午後１時 30 分～３時 30 分
　　　　　　土曜日　午前８時 30 分～ 11 時
●休診日　　日曜日・祝日・祭日
●問　合　　医療連携担当　☎ (22) １２５１　　
★休診のお知らせ 【内科（呼吸器）】12 日（金）　【内科（循環器）】５日（金）・11 日（木）

　　　　　　　　　　【内科（内分泌代謝）】24 日（水）　【内科（総合診療）】26 日（金）

　　　　　　　　　　【整形外科】１日（月）・２日（火）

★診療開始・受付終了時間
　　　　　　　　変更のお知らせ
【眼科】  3 日（水）・10 月 1 日（水）
　　　　診療開始　午前 10 時～
　　　　受付終了　午前 10 時 30 分

　#1：第３は午後診療のみ　

※外科・泌尿器科の診察室が移動しました。場所は、受付窓口でご確認ください。
※眼科からのお知らせ　　　11月 12日（水）から14日（金）までが休診となるため、11日（火）の
午　　　　　　　　　　　　　前に診療を行います。
※小児科からのお知らせ　　病院内での感染を避けるため、予防接種優先時間帯を設けています。
　　　　　　　　　　　　　（月～金曜日の午後２時～２時 30 分）
※内科からのお知らせ　　　火曜日午後（２日、９日、16日、30日）に「禁煙外来」を行います。
※予防接種について　　　　各種の予防接種については、お問い合わせください。（詳細は、医事担当まで）
※診療予定が変更になる場合がありますので、受付（初診窓口）にお問い合わせください。

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内 科

予 約 外 診 療 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

総 合 診 療 ● ●

呼 吸 器 ● ● ● ● ● ● ●  　 ●

循 環 器  ● ● ● ●
●

（予約）
●

消 化 器 ● ● ●

脳・ 神 経
 ●

（予約）
● ●

腎・ 高 血 圧 ● ●  ●　

血 液 第1・3診療あり ● ● ● ●

内 分 泌
代 　 謝

●

糖 尿 病 ● ●

メ ン タ ル
ヘ ル ス ケ ア
・ 禁 煙 外 来

● 　

小 児 科 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

外 科 ● ● ● ● ●＃１

整 形 外 科 ● ● ● ●

脳 神 経 外 科 ●

泌 尿 器 科 ● ● ● ●

婦 人 科 ● ● ● ●

眼 科 ● ● ● ● ● ●

耳 鼻 咽 喉 科 ● ● ● ●

皮 膚 科 ●

放 射 線 科 ● ●

内 視 鏡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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８
月
２
日
（
土
）、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
第

31
回
か
が
り
火
市
民
祭
り
を
開
催

し
、
総
観
客
数
は
、
３
万
６
千
人

と
な
り
ま
し
た
。

　

出
演
者
や
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
す
べ
て
の
方
々
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
開
催
し
た
祭
典
で
は
、
市

内
各
地
区
公
民
館
か
ら
編
制
さ
れ

た
御
神
火
隊
が
陣
羽
織
に
身
を
包

み
、
希
望
の
炎
を
つ
な
い
で
い
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
阿

波
踊
り
の
本
場
、徳
島
県
か
ら「
天

水
連
」
の
特
別
参
加
や
市
民
の
有

志
が
市
制
60
周
年
を
機
に
「
ま
ち

お
こ
し
」の
た
め
に
制
作
し
た「
切

り
絵
あ
ん
ど
ん
」
の
設
置
な
ど
が

祭
り
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

例
年
に
も
増
す
熱
い
ひ
と
時

は
、
多
く
の
方
の
記
憶
に
残
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
温
か
い
ご
支
援
、
本
当
に
あ
り

　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
協
力
金
、
ワ
ン
コ
イ
ン
募
金

　
　
　

５
，
３
１
１
，
０
１
１
円

　

か
が
り
火
市
民
祭
り

　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
一
同

第３１回

１．希望の炎をつなぐ

御神火隊／２・３. 笑顔

で踊る出演者

１１

２２

３３

14



　市内各地の名所、史跡、有名人などが描かれた４１基の切り絵あんどん

４．競い合うラッキーシティラン出場者　今年の大ツキ男・女は誰の手に！？／５．笹子追分人形芝居／６. 迫力あ

る鳴り物演奏／７．徳島県から特別参加の天水連／８. 観客と一緒に踊るよさこいソーラン／９．笑顔で踊る

子どもたち（真夏のダンスバトル）／ 10．勇壮なみこし／ 11. 賑わいをみせるまつり広場

４４

６６

８８

５５

７７

９９

1010

1111
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問合　市立図書館　☎ (22) ４８１５

日　　時　１０月２５日（土）　午後２時～

場　　所　市立図書館　２階映像ホール

定　　員　９６名（先着順）入場は無料です。

演　　題　歴史小説の舞台（幕末編）

　　　　　　　島津久光から見直す幕末史

　　　　　　　～本当の西郷・大久保はいかなる人物か～

申込方法　往復はがき、または窓口（電話申込不可）

※往復はがきの場合は、「文学講演会受講」と明記し、住所・氏名・電話番号を記入してください。

　（１枚に１名のみ）

　国道２０号（大月駅前信号～市役所前）を会場として、

野菜や加工品、工芸品、大月ならではの地域資源を生かし

たものなどを販売する“市”の出店者を募集します。

日　　時　１０月１８日（土）

　　　　　　　午前１０時～午後２時

場　　所　国道２０号（約３５０ｍ）

　　　　　　　大月駅前信号～市役所前

出店申込

●条件（①から⑤のすべてに該当）

①出店者は、原則、市内に居住または事業所を構えている方を優先します。個人・事業者・法人

　などの形態は問いません。

②本市にゆかりがあり、オリジナリティのある商品・サービスの提供を推奨しますが、特に制約

　はありません。また、「大ツキ商品」を１品以上企画出品することを歓迎します。

③原則、軽トラック・ワゴン車を各自で手配して出店できる方

④飲食関連の販売は、イベント等での臨時営業許可や移動食品の営業許可証を得ている方

⑤出店参加料…市内３，０００円、市外５，０００円（道路使用許可申請手数料２，３００円含む）

市制施行６０周年記念事業

昨年の様子昨年の様子

文学講演会文学講演会

第４回大ツキ軽トラ市第４回大ツキ軽トラ市

出店者を募集します

申込・問合　ＢＭＣプロジェクト

　　　　　　大ツキ軽トラ市実行委員会（事務局補助　産業観光課）

　　　　　　　　　　　　☎ (20) １８２９　　ＦＡＸ (20) １５３３
　　　　　　　　　　　　　 sangyou-19206@city.otsuki.lg.jp

※「大ツキ商品」…大きなツキを呼び、「使うと良いことが起きそう」、「幸せな気持ちになる」　

　　　　　　　　　などの演出と工夫が施されている商品やサービス

●申込期限　９月１８日（木）

●申込方法　「出店参加料・免許証の写し・車検証の写し」を直接持参

講師：町
まちだ

田明
あきひろ

広氏
　　　（神田外国語大学
　　　 日本史研究所専任講師）
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「ふるさと自慢うた自慢」公開収録「ふるさと自慢うた自慢」公開収録

　ＮＨＫ甲府放送局と大月市では、ラジオ第１の人気番組「ふるさと自慢うた自慢」の公開収録

を行います。本市の魅力を全国に発信する番組です。観覧ご希望の方は、次の要領でお申し込み

ください。

　第１部…地元出演者が男女別のチーム対抗により地元紹介と共に自慢の歌声を披露します。

　第２部…ゲストによる歌謡ステージ「ふるさと自慢コンサート」をお楽しみいただきます。

　日　　時　１１月１４日（金）

　　　　　　　開　　場：午後５時

　　　　　　　開　　演：午後５時４０分

　　　　　　　終演予定：午後８時

　場　　所　市民会館

　出　　演　ゲスト：橋 幸夫、八代 亜紀

　　　　　　出　演：地元出演者の皆さん

　　　　　　司　会：吉田 浩アナウンサー

　応募方法　観覧は無料ですが、入場整理券（１枚で２名様まで入場可）が必要です。

　　　　　　郵便往復はがきに次の必要事項を明記の上、お申し込みください。

　　　　　　　　〈往信用裏面〉①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号

　　　　　　　　〈返信用表面〉①郵便番号　②住所　③名前　

　　　　　　【あて先】〒４０１－８６０１　大月市大月二丁目６番２０号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月市役所「ふるさと自慢うた自慢」係

　応募期限　１０月２０日（月）必着
　　　　　　※応募多数の場合は抽選の上、入場整理券をお送りします。
　　　　　　※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
　　　　　　※インターネット等での転売を目的としたお申し込みは固くお断りいたします。
　　　　　　※返信用裏面は抽選結果を印刷しますので、白紙のままでお願いします。
　　　　　　※「消せるボールペン」の使用はご遠慮ください。

　その他　　応募の際にいただいた情報は、選出および抽選結果・番組に関するご連絡のほか、

　　　　　　ＮＨＫでは、受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

市制施行６０周年記念事業

問合問合　ＮＨＫ甲府放送局

　　　　　☎０５５－２５５－２１１４（午前１０時～午後６時３０分　土日祝日除く）
　　　企画財政課　企画担当

　　　　　☎ (23) ８０１１（午前８時３０分～午後５時１５分　土日祝日除く）
　　　

  観覧者募集

放送予定　ラジオ第１＜全国放送＞　

　　　　　【ふるさと自慢うた自慢】

　　　　　　　　平成２７年１月３１日（土）午後４時５分～４時５５分

　　　　　【ふるさと自慢コンサート】

　　　　　　　　平成２７年２月７日（土）　 午後４時５分～４時５５分

　　　　　※放送日時は変更になる場合があります。

　主　　催　ＮＨＫ甲府放送局・大月市
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応募内容 男女共同参画をテーマにした標語、川柳

応募資格 市内在住または在勤・在学している方

応募期限 １０月３１日（金）必着

応募方法

はがき、ＦＡＸ、電子メール、専用応募用紙のいずれかの方法により記入し、住
所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入の上、以下のあて先までお送りください。
応募点数に制限はありません。
ただし、入賞に選定されるのは１人１点とします。また、どちらの部門に応募す
るのか明示してください。（川柳はペンネームを入れてください）
※専用応募用紙は、市役所本庁舎・各出張所にあります。

応募先
〒４０１－８６０１　大月市大月二丁目６番２０号
大月市役所　秘書広報課　広聴広報担当（大月市男女共同参画推進委員会事務局）
ＦＡＸ：(23) １２１６ 　 　kouhou-19206@city.otsuki.lg.jp

審査等
・男女共同参画推進委員会において、部門別に審査し、入賞作品を決定します。
・部門は、学生の部（小・中学生）一般の部（学生の部以外の方）
・入賞作品は、応募者本人に通知し、記念品を贈呈します。

その他

・作品は返却しません。
・入賞作品の著作権は、大月市に帰属します。
・入賞作品は男女共同参画啓発の行事や、　広報活動等に使用します。
・ご応募の際の個人情報は連絡のみに使用します。

　男女共同参画を推進し、その趣旨や関心を高めることを目的に標語・川柳を募集します。

申込・問合　秘書広報課　広聴広報担当　☎ (23) ８００５

男女共同参画推進 標語・川柳男女共同参画推進 標語・川柳

作品を募集します作品を募集します

市民発！「耳寄り情報局」市民発！「耳寄り情報局」

市長が話し合いに伺いました市長が話し合いに伺いました

　市長が市内の小さな団体や集まりなどにきめ細かく出向き、日頃の雰囲気の中で会話ができる

機会として、平成２６年７月２７日に市外への通勤者など、１０名の方々と猿橋出張所で話し合

いを行いました。

申込・問合　秘書広報課　広聴広報担当　　☎ (23) ８００５

日　　時　随時（希望日時と市長日程を調整します。第一、第二希望をご用意ください。）

場　　所　申込者が手配してください。

対　　象　市内のおよそ１０名以上が参加できる小規模な団体、サークル、個人の集まりなど

会話時間　３０分～１時間程度

申　　込　開催希望日の２週間以上前に電話

　　　　　（代表者の住所、氏名、団体名、電話番号、日時、場所、人数など）

注意事項　営利や宗教活動、苦情などは、お受けできません。

　　　　　また、実施の様子は、広報誌等でお知らせします。

申し込み
は

申し込み
は

※詳細は、お問い合わせください。

こちら

～皆さんからの声～
・スクールバスでの通学が増え、放課後教育が難しくなってきていますので、  

 保護者の方の協力も必要です。

・子育て世代への支援や雇用の場の確保が、定住対策につながります。

・都市部と近接している自然の魅力で誘客を進め、地域が潤うための仕組み

 づくりが必要です。など

↓
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　市内の子どもたちが、選手と手をつないでの入場行進、ボールパーソンなどを行います。

　また、チームに市内特産品を贈呈します。

日　　時　１０月５日（日）　午後５時

場　　所　山梨中銀スタジアム

●無料招待チケット配布

対　　象　市内在住者

配布枚数　ペア１５０組３００枚

申込期間　９月１日（月）～１２日（金）　

　　　　　※９月１２日消印有効

対戦相手　大宮アルディージャ

招待席　　ホーム自由席（７番ゲートビジター側）※１３番ゲートからは入場できません。

申込方法　はがきに「ヴァンフォーレ甲府サンクスデーチケット希望」と明記、住所、氏名、

　　　　　電話番号を記載し申し込みください。（１人はがき１枚のみ）

　　　　　※電話、ＦＡＸ、メールでの申し込みは不可

　　　　　※申込者多数の場合は抽選とし、当選者には、９月１９日（金）以降にチケット

　　　　　　を郵送します。

※納期限内に納税できない方は、相談にお越しください。

税は、まちづくりを支える大切な財源です税は、まちづくりを支える大切な財源です

問合　税務課　収納対策担当　☎ (23) ８０２０

自動車を差押えた例

　滞納者が増えると、納税している方の負担が多くなる

ので、税負担の公平性を欠くことになります。本市では、

納税資力があるにもかかわらず、納付に応じない滞納者

に対しては、県地方税滞納整理推進機構と共同で強制的

に給与、不動産、自動車、預貯金、生命保険等の財産の

差押えを執行し、その財産を公売などにより換価し、滞

納税額に充てています。

　また、場合によっては、職員が滞納者宅等を訪問して、

財産を差押え・搬出し、公売することも行います。

ヴァンフォーレ甲府　大月市・笛吹市サンクスデーヴァンフォーレ甲府　大月市・笛吹市サンクスデー

チケットを配布しますチケットを配布します

申込・問合　社会教育課　スポーツ振興担当　☎ (23) ８０５１

差押財産 H24 年度 H25 年度
預貯金 14 34
生命保険 3 8
その他 14 43
計 31 85

差押え実績 （単位：件）

換価 H24 年度 H25 年度
預貯金 592,546 4,974,898
生命保険 964,323 2,142,354
その他 2,360,448 2,589,478
計 3,917,317 9,706,730

換価実績 （単位：円）

　納期限までに税金が完納されない場合、納期限の翌日
から納付の日までの日数に応じ、税額に次の割合を乗じ
て計算した延滞金を徴収します。　　
①納期限の翌日から１ケ月を経過する日まで
　　　→ 年２．９％　（平成２６年）
②１か月を経過した日以降
　　　→ 年９．２％　（平成２６年）

（タイヤロックによる
         運行禁止措置）

市税の徴収を強化市税の徴収を強化
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公共工事等の入札結果を公表します

●平成２６年７月１５日執行（一般競争入札）　

工事等の名称 工事等の場所 履行期限 落札業者名 落札額（円） 予定価格 ( 円） 入札参加業者名 ( 五十音順 )

大月東小学校校舎・

体育館建設工事

大月二丁目７

番４３号他
H28.3.18

清水建設・

川上建設ＪＶ
1,183,600,000 1,183,969,000

清水建設・川上建設ＪＶ

大成建設・芙蓉建設ＪＶ

名工建設・小林工務店ＪＶ

※落札額、予定価格は税抜き価格です

問合　総務管理課　管財担当　☎ (23) ８００１

７月・８月入札情報７月・８月入札情報

●平成２６年７月２３日執行（指名競争入札）　

工事等の名称 工事等の場所 履行期限 落札業者名 落札額（円）
予定価格

( 円）
入札参加業者名 ( 五十音順 )

管渠布設工事の２

（19 処理分区）

大月二丁目地

内
H26.10.22 澤田屋建設㈱ 10,000,000 10,180,000

天野工業㈱　㈱桑原組　澤田屋建設㈱

㈱龍美建設　日本道路建装㈱

小篠地区　ため池点

検調査業務委託

猿橋町小篠地

内
H27.3.13

基礎地盤コン

サルタンツ㈱
8,500,000 8,550,000

基礎地盤コンサルタンツ㈱

国土防災技術㈱　第一測量㈱　

㈱パスコ　㈱富士エンジニアリング

大月第一中学校小学

校化及び校舎空調設

備工事監理業務委託

初狩町下初狩

1144
H27.2.27 ㈱馬場設計 2,480,000 2,587,000

㈱進藤設計事務所　綜合建築設計事務所

㈱馬場設計　㈱山形一級建築士事務所

大月東中学校水泳

プール改築工事監理

業務委託

大月二丁目15

番 11 号
H27.3.16 ㈱馬場設計 2,380,000 2,488,000

㈱進藤設計事務所　綜合建築設計事務所

㈱馬場設計　㈱山形一級建築士事務所

平成 26 年度　自動

車騒音常時監視業務

委託

猿橋町殿上

118 番地先、

他 2地点

H27.2.27 ㈱メイキョー 1,120,000 1,250,000

甲府タカヤマ環境計量㈱

㈱静環検査センター　㈱メイキョー

㈱山梨県環境科学検査センター

平成 26 年度　大月

市公共用水域（河川）

水質調査業務委託

（夏季・冬季調査）

笹子川初狩地

内他
H27.3.16 ㈱メイキョー 800,000 829,000

甲府タカヤマ環境計量㈱

㈱静環検査センター　㈱メイキョー

㈱山梨県環境科学検査センター

防災備蓄倉庫入替用

備蓄品購入

市備蓄倉庫

（笹子、初狩、

真木、花咲）

H26.9.2 ㈲山口商事 1,395,000 1,422,000

㈲井出デバリ商店　三和防災㈱

㈱東ポン商会　㈲中村ポンプ工作所

㈲山口商事　㈲ヤマト商事

防火衣（入替更新用）

購入
消防本部 H26.11.28 ㈲山口商事 534,000 540,000

㈲井出デバリ商店　三和防災㈱

㈱東ポン商会　㈲中村ポンプ工作所

㈲山口商事　㈲ヤマト商事

●平成２６年７月１７日執行（一般競争入札）　

工事等の名称 工事等の場所 履行期限 落札業者名 落札額（円） 予定価格 ( 円） 入札参加業者名 ( 五十音順 )

高規格救急自動車購

入

大月町花咲

1608-19

（消防本部）

H27.3.31 東八防災㈱ 17,000,000 22,800,000
ネッツトヨタ山梨㈱

東八防災㈱

●平成２６年８月６日執行（指名競争入札）　

工事等の名称 工事等の場所 履行期限 落札業者名 落札額（円）
予定価格

( 円）
入札参加業者名 ( 五十音順 )

猿橋中学校太陽光発

電設備等設置工事設

計監理業務委託

猿橋町猿橋

567

（猿橋中学校）

H27.3.31 ㈱馬場設計 1,670,000 2,454,000
㈱アースワークス　国際航業㈱

綜合建築設計事務所　㈱馬場設計

救急資器材（高規格

救急自動車用）購入

大月町花咲

1608-19

（消防本部）

不調

大月東中学校校舎新

増改築事業　備品

（体育機器類）購入

大月 2-15-11

（大月東中学

校校庭他）

H26.10.31
㈱山梨スポー

ツ
3,080,000 3,189,000

㈱誠実堂 　東京体器㈱

㈲ヤナイ・スポーツ

㈱山梨スポーツ

大月市民総合体育館

移動式バスケット

ゴール等購入

富浜町鳥沢

484（市民総

合体育館）

H26.12.19
㈲ヤナイ・ス

ポーツ
6,650,000 6,705,000

㈱誠実堂 　東京体器㈱

㈲ヤナイ・スポーツ

㈱山梨スポーツ
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暮らしの情報

　

人
に
移
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

・
せ
き
や
た
ん
が
長
引
く
、
発
熱
が
続

　

く
時
は
、
早
め
に
受
診
を
す
る
。

・
毎
年
定
期
健
康
診
断
を
受
け
る(

特

　

に
高
齢
者
は
、
市
の
結
核
健
診
を
受

　

診
す
る)

。

・
乳
児
は
、
生
後
１
歳
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ

　

接
種
を
受
け
る
。

問
合　

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
保
健
課

　
　

☎
０
５
５
５
―
２
４
―
９
０
３
５

山
梨
県
動
物
愛
護
デ
ー

日
時　

９
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

内
容　

動
物
愛
護
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
、
長
寿
犬
飼
育
者
表
彰
式
、
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
犬
猫
無
料
健
康
相
談
、
体

験
乗
馬
、
犬
猫
飼
い
方
相
談
、
動
物
ク

イ
ズ
、
動
物
を
つ
く
ろ
う
な
ど

問
合　

県
福
祉
保
健
部　

衛
生
薬
務
課

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
４
８
９

仕
事
探
し
応
援
！
合
同
就
職
面
接
会

日
時　

10
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
　

ホ
テ
ル
＆
ス
パ　

２
階
富
士

臨
時
福
祉
給
付
金

　
　

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

２
つ
の
給
付
金
の
申
請
受
付
期
間

は
、
10
月
１
日
ま
で
で
す
。
給
付
の
対

象
と
な
る
方
で
、
手
続
き
が
、
ま
だ
済

ん
で
い
な
い
方
は
、
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合　

福
祉
課
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(22)
２
１
１
５

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
21
日
〜
30
日

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
心
地
良
い　

交
通
マ
ナ
ー
が　

照
ら

す
未
来
（
あ
す
）」

運
動
の
基
本

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

　

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

　

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

　

徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　

９
月
30
日
（
火
）

問
合　

市
民
課　

生
活
環
境
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
２
３

９
月
10
日
は
「
屋
外
広
告
の
日
」

　

屋
外
広
告
看
板
な
ど
は
、
商
業
活
動

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
に
大
切
な
手
段

で
、
個
性
を
表
現
す
る
有
効
な
方
法
の

一
つ
で
す
が
、
無
秩
序
に
設
置
さ
れ
る

と
街
並
み
や
自
然
景
観
を
乱
す
原
因
と

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

美
し
い
県
土
づ
く
り
の
た
め
、
ル
ー

ル
に
沿
っ
た
屋
外
広
告
物
の
表
示
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
要
確
認

問
合　

富
士
・
東
部
建
設
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

都
市
計
画
・
建
築
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(22)
７
８
３
６

結
核
予
防
週
間　
　

９
月
24
日
〜
30
日

　

結
核
は
、
今
も
国
内
で
、
１
日
に
62

人
の
新
た
な
患
者
が
発
生
し
て
い
る

「
現
代
」
の
病
気
で
す
。

最
近
の
傾
向

①
高
齢
者
は
免
疫
力
等
が
低
下
し
て
い

　

る
た
め
、
発
病
し
や
す
い
。

②
若
い
世
代
は
結
核
菌
に
感
染
し
た
経

　

験
が
な
い
た
め
、
感
染
し
や
す
い
。

③
か
ぜ
と
思
い
発
見
が
遅
れ
、
周
り
の

対
象　

平
成
27
年
３
月
新
規
大
学
等
卒

業
予
定
者
、
一
般
求
職
者

内
容　

参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と
の

面
談
、
職
業
相
談
・
職
業
適
性
診
断
、

ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
、
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
コ
ー
ナ
ー

※
申
込
不
要

問
合　

県
産
業
労
働
部　

労
政
雇
用
課

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
５
６
２

平
成
26
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　
　
　
　

責
任
技
術
者
認
定
試
験

日
時　

講
習
会　

11
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　

試
験　

11
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
15
分

場
所　

ぴ
ゅ
あ
総
合

　
　

（
甲
府
市
朝
気
１
丁
目
２
番
２
号
）

申
込
期
間

　

10
月
１
日
（
水
）
〜
22
日
（
水
）

※
申
込
用
紙

・
市
地
域
整
備
課　

都
市
整
備
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
５
５

・
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー
☎
(26)
３
４
０
１

ほ
か

申
込
・
問
合　

　
　
　
　

山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
　

☎
０
５
５
―
２
６
３
―
２
７
３
８

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

※
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　

ま
た
は
電
話
で
要
確
認

申
込
・
問
合

　

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(43)
８
９
１
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.y

am
an
ash
i.jp
/

san
tan
d
ai/in
d
ex
.h
tm
l

第
10
回
ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り

　

ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。

日
時　

11
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

場
所　

大
月
駅
北
側
工
場
跡
地

出
店
条
件
（
商
工
会
会
員
を
優
先
）

出
店
料　

商
工
会
会
員　

無
料

　
　
　
　

非
会
員　

１
５
，
０
０
０
円

貸
出
料

１
テ
ン
ト
（
２
間
×
１
．
５
間
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

１
／
２
テ
ン
ト　
　
　

２
，
５
０
０
円

テ
ー
ブ
ル
（
１
脚
） 　

１
，
０
０
０
円

イ
ス
（
１
脚
） 　
　
　
　
　

２
０
０
円

コ
ン
セ
ン
ト
（
１
口
） 　
　

５
０
０
円

テ
ン
ト
持
込
（
１
張
に
限
る
） 　

無
料

申
込
期
限　

９
月
26
日
（
金
）

申
込
・
問
合　

大
月
市
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(22)
１
６
４
８

経
営
指
導
員
・
経
営
指
導
員
研
修
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

統
一
採
用
試
験

受
験
資
格

①
経
営
指
導
員
…
本
年
４
月
１
日
現
在

で
、
満
41
歳
未
満
の
方

②
経
営
指
導
員
研
修
生
…
本
年
４
月
１

日
現
在
で
、
満
28
歳
未
満
の
方

※
①
②
と
も
別
に
資
格
要
件
あ
り
、
詳

　

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
要
確
認

採
用
人
員　

若
干
名

申
込
方
法 

９
月
19
日
（
金
）
ま
で
に

申
込
書
・
自
己
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト
・
履
歴
書
・

卒
業
証
明
書
・
成
績
証
明
書
を
提
出

試
験
日　

１
次
試
験　

10
月
19
日（
日
）

　
　
　
　

２
次
試
験　

11
月
９
日（
日
）

　
　
　
　

３
次
試
験　

11
月
25
日（
火
）

申
込
・
問
合　

〒
４
０
０
―
０
０
３
５

　
　
　
　

（
甲
府
市
飯
田
２
―
２
―
１
）

　
　

山
梨
県
商
工
会
連
合
会　

総
務
課

　
　

☎
０
５
５
―
２
３
５
―
２
１
１
５

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://w
w
w
.sh
o
k
o
k
ai-

y
am
an
ash
i.o
r.jp
/

８は
ち
ま
る
に
い
ま
る

０
２
０
・
６ろ

く
ま
る
に
い
よ
ん

０
２
４
よ
い
歯
の
表
彰

対
象　

各
部
門
条
件
を
満
た
し
、
市
内

歯
科
医
院
で
の
診
察
が
可
能
な
方

○
80
歳
以
上
部
門

・
昭
和
９
年
３
月
31
日
以
前
の
生
ま
れ

・
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

○
60
歳
以
上
部
門

・
昭
和
29
年
３
月
31
日
以
前
の
生
ま
れ

・
自
分
の
歯
が
24
本
以
上
あ
る
方

※
過
去
に
表
彰
さ
れ
た
方
も
、
別
の
部

　

門
へ
の
申
込
は
可
能
で
す
。

※
治
療
の
有
無
は
、
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
期
限　

９
月
26
日
（
金
）

申
込
方
法　

電
話
、
ま
た
は
窓
口

審
査
方
法　

市
内
歯
科
医
院
で
審
査

（
今
年
度
、
既
に
大
月
市
成
人
歯
科
健

診
を
受
け
た
方
は
審
査
不
要
）

※
表
彰
は
、
10
月
18
日
（
土
）
に
開
催

　

す
る
軽
ト
ラ
市
の
会
場
で
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合　

　
　
　

保
健
介
護
課　

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
８

産
業
技
術
短
期
大
学
校

都
留
キ
ャ
ン
パ
ス
能
力
開
発
講
座

日
程　

11
月
開
催

①
品
質
管
理
の
基
礎

②
ア
ク
セ
ス
基
礎
・
応
用

※
定
員
あ
り
・
先
着
順

※
都
合
に
よ
り
変
更
・
中
止
あ
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
会

日
時
（
全
６
日
間
）

10
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
〜
４
時
30
分

２
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

３
日
（
金
）・
７
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

８
日
（
水
）
午
後
１
時
〜
５
時
10
分

９
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

対
象　

①
市
内
在
住
者
で
、
講
習
会
の

全
課
程
を
修
了
し
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
登
録
し
活
動
で
き
る
方
、
②
す

で
に
活
動
し
て
い
る
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

で
再
学
習
を
希
望
す
る
方

定
員　

10
名
（
先
着
順
）

内
容　

子
ど
も
の
世
話
・
遊
び
・
健

康
・
栄
養
な
ど
の
基
礎
知
識
、
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
な
ど

受
講
費　

２
，
５
７
１
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限　

９
月
16
日
（
火
）

申
込
・
問
合

　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
１
１
５
２
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

暮らしの情報

県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
講
座

大
月
短
期
大
学　

公
開
講
座

古
文
書
で
歩
く
甲
州
街
道
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

　

十じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ

返
舎
一い

っ

く九
の
『
諸し
ょ
こ
く
ど
う
ち
ゅ
う

国
道
中

金か
ね
の
わ
ら
じ

草
鞋
』
を
使
用
し
て
、
古
文
書
を
読

む
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
甲
州
街
道

の
状
況
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
今
回
は
、
そ
の
第
３
弾
と
し
て
、

花
崎
（
花
咲
）
か
ら
鰍
沢
ま
で
を
対
象

と
す
る
予
定
で
す
。

第
１
回　

花
崎
・
初
雁
（
初
狩
）

日
程　

10
月
１
日 

（
水
）

第
２
回　

黒く

ろ

の

た

奴
多
（
笹
子
）・
鶴
瀬

（
旧
大
和
村
）・
勝
沼

日
程　

10
月
８
日 

（
水
）

第
３
回　

栗
原
（
山
梨
市
）・
石
和

日
程　

10
月
15
日
（
水
）

第
４
回　

甲
府
・
鰍
沢

日
程　

10
月
22
日
（
水
）

時
間　

午
後
６
時
〜
８
時
（
各
回
共
通
）

講
師　

栁
や
な
ぎ
さ
わ沢
幸こ

う

じ治
（
大
月
短
大
教
授
）

場
所　

大
月
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　

Ｃ
号
館　

１
０
１
教
室

問
合　

大
月
短
期
大
学　

事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(22)
５
６
１
１

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

①
親
子
あ
そ
び

日
時　

９
月
18
日
（
木
）・
19
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

対
象　

０
歳
〜
未
就
学
児

定
員　

20
組
（
予
約
制
）

内
容　

グ
ラ
ン
マ
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

あ
そ
び
他

持
物　

子
ど
も
の
身
の
回
り
品

　
　
　

（
着
替
え
・
お
む
つ
・
ミ
ル
ク
）

②
お
誕
生
会

日
時　

９
月
25
日(

木)
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分 

対
象　

９
月
生
ま
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

０
歳
〜
未
就
学
児

定
員　

10
組
（
予
約
制
）

内
容　

手
遊
び
・
う
た
・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
・
お
誕
生
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど

持
物　

子
ど
も
の
身
の
回
り
品

③
手
作
り
教
室

日
時　

９
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時

対
象　

市
内
在
住
の
子
育
て
中
の
方

定
員　

15
人
（
予
約
制
）

内
容　

簡
単
に
で
き
る
ペ
ン
ダ
ン
ト
作

り講
師　

佐さ

の野
泰や

す

こ子
氏

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
物　

ニ
ッ
パ
ー
（
持
っ
て
い
る
方
）

④
子
ど
も
の
救
急
法
を
学
ぼ
う

日
時　

９
月
12
日(

金)

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

市
内
在
住
の
親
子

定
員　

15
組
（
予
約
制
）

　
　
　
　

保
護
者
の
み
の
参
加
も
可

内
容　

救
急
法
、
け
が
、
発
熱
の
対
処

法
な
ど
を
学
ぶ

講
師　

救
急
救
命
士
（
消
防
署
職
員
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

●
共
通
事
項

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

①
②　

２
階
児
童
館

　
　
　
　

③
④　

４
階
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
開
始　

９
月
５
日(

金)

午
前
９
時

申
込
・
問
合

　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
１
１
５
２

男
性
の
料
理
教
室

日
時　

10
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

３
階
栄
養
指
導
室

定
員　

12
名
（
先
着
順
）

メ
ニ
ュ
ー　

・
麻
婆
豆
腐

・
切
り
干
し
大
根
の
あ
っ
さ
り
ナ
ム
ル

・
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
レ
タ
ス
の
中
華
ス
ー
プ

材
料
費　

５
０
０
円

持
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
方
法　

電
話
、
ま
た
は
窓
口　

実
施
主
体　

大
月
市
保
健
活
動
推
進
員

会
・
大
月
市

申
込
・
問
合　

保
健
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
８

平
成
26
年
度
第
２
回
人
権
啓
発
講
演
会

日
時　

９
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

場
所　

市
立
図
書
館　

映
像
ホ
ー
ル

定
員　

１
０
０
名
（
要
事
前
申
込
）　

演
題
「
や
さ
し
さ
の
時
代
を
築
こ
う
」

講
師　

桂
か
つ
ら

三さ
ん
ぷ
う風
氏
（
落
語
家
）

申
込
・
問
合　

県
企
画
県
民
部

　
　
　
　
　

県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
３
５
１

第
36
回　

や
ま
び
こ
ま
つ
り

　

児
童
生
徒
が
日
頃
の
学
習
の
成
果
を

「
う
た
と
げ
き
の
会
」、「
作
品
展
示
」、

「
作
業
班
販
売
会
」
な
ど
を
通
し
て
発

表
し
ま
す
。

日
時　

10
月
11
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
35
分
〜
午
後
２
時
45
分

　
　
　

（
予
備
日　

10
月
12
日
（
日
））

場
所　

や
ま
び
こ
支
援
学
校

問
合　

や
ま
び
こ
支
援
学
校　

手
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
１
９
４
３
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暮らしの情報

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
イ
ベ
ン
ト

日
時　

10
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　

富
士
山
ア
リ
ー
ナ

内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、

市
町
村
の
特
産
品
販
売
、
屋
台
、
文
化

活
動
の
発
表
な
ど

●
出
演
者
募
集

対
象　

県
内
在
住
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

※
高
校
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
承
諾

　

が
必
要

※
カ
ラ
オ
ケ
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
も

　

の
、
運
営
の
支
障
と
な
る
も
の
不
可

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

申
込
期
限　

９
月
５
日
（
金
）

申
込　

ア
ド
ブ
レ
ー
ン
社
企
画
制
作
局

　
　

☎
０
５
５
―
２
３
１
―
３
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

（
土
・
日
を
除
く
）

問
合　

県
企
画
県
民
部　

　
　
　
　
　

県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
３
５
０

下
水
道
ま
つ
り

日
時　

９
月
６
日
（
土
）（
雨
天
決
行
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

内
容　

下
水
道
施
設
見
学
会
、
下
水
道

教
室
、
下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
抽
選

会
、
来
場
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

※
雨
天
時
に
は
、
一
部
の
催
し
物
が
中

　

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　

富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
富
士
吉
田
市
下
吉
田
東
４
―
２
６
―
１
）

問
合　

富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
５
５
５
―
２
２
―
２
２
５
９

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
ま
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　

「
天
空
の
宝
石
箱
」

　

あ
な
た
も
１
時
間
だ
け
消
灯
し
、
星

空
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
８
時
〜
９
時

問
合　

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
ま
な
し
実
行

委
員
会
事
務
局
（
県
立
科
学
館
内
）

　
　

☎
０
５
５
―
２
５
４
―
８
１
５
９

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
t
t
p
://w

w
w
.l
i
g
h
t
d
o
w
n
-

y
am
an
ash
i.o
rg
/

富
士
山
科
学
研
究
所

森
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク (
秋)

日
時　

９
月
の
土
日
祝
日

　
　
　
　

午
前
10
時
／
午
前
11
時
／

　
　
　
　

午
後
１
時
／
午
後
２
時
／

　
　
　
　

午
後
３
時
（
１
回
約
50
分
）

場
所　

富
士
山
科
学
研
究
所

　

教
育
ス
タ
ッ
フ
室
前
（
集
合
場
所
）

対
象　

ど
な
た
で
も

定
員　

な
し

※
10
名
以
上
で
参
加
の
場
合
は
、
要
事

　

前
連
絡

内
容　

動
植
物
の
様
子
や
富
士
山
の
成

り
立
ち
な
ど
を
ガ
イ
ド
が
説
明
し
な
が

ら
、
一
緒
に
研
究
所
内
の
森
を
歩
く

参
加
費　

無
料

問
合　

富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
・
情
報
担
当

　
　

☎
０
５
５
５
―
７
２
―
６
２
０
３

ぴ
ゅ
あ
富
士

女
性
の
た
め
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
程　

９
月
27
日
（
土
）（
第
１
回
）

内
容　

自
己
理
解
、
書
類
作
成
の
ポ
イ

ン
ト

日
程　

10
月
11
日
（
土
）（
第
２
回
）

内
容　

面
接
に
お
け
る
心
構
え
、
印
象

づ
く
り

日
程　

10
月
18
日
（
土
）（
第
３
回
）

内
容　

面
接
個
別
指
導

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
　

（
各
回
共
通
）

場
所　

ぴ
ゅ
あ
富
士　

小
研
修
室

対
象　

就
職
活
動
中
の
女
子
学
生
や
、

再
就
職
し
た
い
女
性

定
員　

15
名

講
師　

有あ

り

い井
み
ど
り
氏

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合　

県
立
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー　

ぴ
ゅ
あ
富
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(45)
１
６
６
６

第
19
回
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

日
時　

９
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
40
分

場
所　

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
運
動
場

（
雨
天
の
場
合
は
、
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援

学
校
体
育
館
他
）

内
容　

支
援
学
校
・
福
祉
施
設
（
作
業

所
）・
福
祉
関
係
団
体
・
地
域
住
民
に

よ
る
演
技
、
ゲ
ス
ト
に
よ
る
演
技
・
演

奏
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど問
合　

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
営
委
員
会

　

（
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

☎
０
５
５
５
―
７
２
―
５
５
３
３

山
梨
県
委
託
事
業

　

緑
の
教
室
「
秋
を
彩
る
寄
せ
植
え
」

日
時　

９
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

定
員　

30
名
（
先
着
順
）

内
容　

秋
の
季
節
感
を
楽
し
む
花
の
寄

せ
植
え

受
講
費　

２
，
０
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
・
問
合　

緑
の
相
談
所
（
旧
山
梨

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

☎
０
５
５
―
２
７
６
―
２
０
２
０



広報おおつき / ２０１４．０９25

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

①
ウ
ェ
ル
ネ
ス

　
　
　
　

お
月
見
ナ
イ
ト
「
十
五
夜
」

日
時　

９
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時
30
分

内
容　

桂
川
の
広
〜
い
丘
の
上
で
、
み

ん
な
で
十
五
夜
を
楽
し
む

②
水
草
メ
ダ
カ
倶
楽
部

　

「
秋
か
ら
冬
の

　
　
　
　
　

水
草
と
メ
ダ
カ
の
管
理
」

日
時　

９
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

内
容　

水
草
で
メ
ダ
カ
の
水
槽
を
作

り
、
寒
い
時
期
の
管
理
を
勉
強

③
土
の
子
あ
そ
び

日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

内
容　

自
然
工
作
や
畑
体
験
な
ど
里
山

を
使
っ
て
遊
ぶ

●
共
通
事
項

対
象　

①
②
③
ど
な
た
で
も

定
員　

①
な
し

　
　
　

②
③
20
名

参
加
費　

①
無
料　

②
１
人
５
０
０
円

　
　
　
　

③
１
人
１
０
０
円 

申
込
・
問
合

　

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
３
０
８
０

　
　
　
　
　

in
fo
@
w
elln
essp
ark
.jp

暮らしの情報

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

平
成
26
年
度
身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　

補
装
具
の
交
付
、
修
理
な
ど
申
請
に

つ
い
て
、
山
梨
県
障
害
者
相
談
所
が
医

学
判
定
、
適
合
判
定
を
行
い
ま
す
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
に
関
す
る
判
定
は

　

行
い
ま
せ
ん
。

日
時　

10
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
６
階

問
合　

福
祉
課　

障
害
者
支
援
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
１

警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

警
察
で
は
、
犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害

防
止
や
安
全
と
平
穏
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。相
談
の
あ
る
方
は
、

県
警
察
本
部
警
察
総
合
相
談
室
、
ま
た

は
警
察
署
警
察
安
全
相
談
窓
口
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
警
察
相
談
専
用
電
話

　
　

☎
♯
９
１
１
０

　

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は

　
　

☎
０
５
５
―
２
３
３
―
９
１
１
０

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

問
合　

大
月
警
察
署　

警
務
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(22)
０
１
１
０

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

　
　

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

生
活
上
の
心
配
ご
と
、
家
庭
内
や
近

隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
嫌
が
ら
せ
虐
待
な

ど
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
関
す
る
人
権

問
題
の
相
談
を
受
け
付
け
る
相
談
電
話

を
設
置
し
ま
す
。

日
時　

９
月
８
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
　
　

９
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
員　

甲
府
地
方
法
務
局
職
員
、
山

梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
人
権
擁
護

委
員

　
　

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
　

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

　

の
開
設
・「
法
務
局
講
座
」
の
開
講

①「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

日
時　

10
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

甲
府
合
同
庁
舎

　
　

（
甲
府
市
丸
の
内
１
―
１
―
１
８
）

内
容

・
土
地
、
建
物
、
会
社
、
法
人
な
ど
の

　

登
記
に
つ
い
て

・
隣
地
と
の
筆
界
に
つ
い
て

・
い
じ
め
な
ど
の
人
権
問
題
に
つ
い
て

・
地
代
、
家
賃
の
供
託
に
つ
い
て

・
婚
姻
、
離
婚
等
戸
籍
に
つ
い
て

・
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

・
遺
言
等
公
正
証
書
作
成
に
つ
い
て

・
法
務
局
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て

相
談
員　

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士

　
　
　
　

公
証
人
、
土
地
家
屋
調
査
士

　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

相
談
時
間　

１
人
30
分
程
度

※
相
談
無
料
・
要
予
約　

②
「
法
務
局
講
座
」
の
開
講

日
程　

10
月
５
日
（
日
）

場
所　

甲
府
合
同
庁
舎

内
容　

①
相
続
に
つ
い
て

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　

②
遺
言
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

定
員　

①
②
各
60
名

講
師　

法
務
局
職
員
・
公
証
人

受
講
費　

無
料
（
要
予
約
）

申
込
・
問
合

　
　
　
　

甲
府
地
方
法
務
局　

総
務
課

　
　

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
７
１
５
１

相

談

そ
 う

だ
 ん

広
報
お
お
つ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！

詳
細
は
、
秘
書
広
報
課
広
聴
広
報
担

当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

   　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
０
５
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みんなの掲示板
　「みんなの掲示板」は、市民の皆さんが気軽に参
加できる催しものなどをお知らせするものです。
　詳細は、お問い合わせください。

第１７回　耿
こうげんしゃ

玄社書展

　        併催　学生書道展・水
すいめいかく

鳴閣収蔵展

　「文化を地元大月市から」をキーワード

に、現代の書を創造することを目的に、会員

一同の作品を展示します。また、学生展は書

道文化の教育推進・普及のため毎年開催して

います。ぜひ、多くの方のご来場をお待ちし

ています。※入場無料

日時　９月１３日（土）～１５日（月・祝）

　　　　午前１０時～午後６時

　　　　※最終日１５日は午後４時まで

場所　市民会館　２Ｆギャラリー・３Ｆ講堂

主催　大月市書道会

主管　書道研究　耿玄社

問合　耿玄社事務局　望月
　　　　　　　　　　　  ☎（22）０４８１

特別演奏　　落葉松

　　　　　　ゲスト指揮　平
ひらの

野廣
ひろ み

海

　　　　　　ゲスト 市
いちかわ

川志
し ず こ

寿子・小
おまた

俣はるか

ステージⅣ　混声合唱　世界の名曲を訪ねて

　　　指揮　渡
わたなべ

邊純
じゅんこ

子

※入場無料
主催　コール山ゆり２５周年記念コンサート　
　　　　　　　　　　　　　　　実行委員会
問合　市民会館　☎（22）４８１１
　　　鈴木　　　☎（22）３７９６

コール山ゆり２５周年記念コンサート

　　　　　～繋がり：いのち・地域・仲間～

無
料
調
停
相
談
会

日
時　

10
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

ぴ
ゅ
あ
富
士

相
談
員

　

調
停
委
員
・
司
法
委
員
・
参
与
員

内
容　

交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
、

土
地
・
建
物
な
ど
の
貸
し
借
り
、
貸
金
・

約
束
手
形
の
取
り
立
て
、
山
林
・
宅
地

な
ど
の
境
界
争
い
、
扶
養
・
離
婚
・
相

続
問
題
、
家
庭
内
や
親
族
間
の
も
め
ご

と
、
多
重
債
務
な
ど
の
借
金
問
題

※
予
約
不
要

問
合

　

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所
都
留
支
部

　

都
留
簡
易
裁
判
所　

☎
(43)
２
１
８
５

特
設
合
同
行
政
相
談
所

日
時　

９
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ぴ
ゅ
あ
富
士

相
談
員　

国
や
県
、
市
の
担
当
者
、
弁

護
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書
士
、
税
理

士
な
ど

内
容　

生
活
に
か
か
わ
る
登
記
や
年

金
、
道
路
な
ど

※
予
約
不
要
・
相
談
無
料

問
合　

総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
政
相
談
課

　
　
　

☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
　

「
法
の
日
」
無
料
相
談
会

日
時　

９
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時　

場
所　

ぴ
ゅ
あ
富
士

内
容　

不
動
産
の
相
続
や
売
買
な
ど
の

登
記
に
関
す
る
こ
と
、
成
年
後
見
に
関

す
る
こ
と
、
借
金
に
関
す
る
こ
と
、
訴

訟
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※
予
約
優
先

問
合　

山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
　
　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
５
５
―
２
５
３
―
２
３
７
６

公
証
役
場
の
利
用

　
　
　

10
月
１
日
〜
７
日
は
公
証
週
間

内
容　

遺
言
状
の
作
成
、
金
銭
・
土

地
・
建
物
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
慰
謝

料
・
養
育
費
・
財
産
分
与
な
ど
に
関
す

る
大
切
な
契
約
を
公
正
証
書
で
作
成

※
相
談
無
料

※
公
正
証
書
作
成
の
た
め
の
相
談

※
日
本
公
証
人
連
合
会
に
お
い
て
も
、

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、
電
話
相

　

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

☎
０
３
―
３
５
０
２
―
８
２
３
９

問
合　

大
月
公
証
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
１
４
５
２

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

暮らしの情報

内容　

ステージＩ　木下牧子抒情集「月の角笛」から

ステージⅡ　母の想いを唱う

　　　  　　夕方のお母さん・母の手・無縁坂

ステージⅢ　マリンバ演奏

　　　伴奏　清
しみず

水由
ゆ み こ

美子・小
おざわ

澤亜
あ き

紀

日時　１０月１８日（土）

　　　　開場：午後１時　開演：午後１時３０分

場所　市民会館大ホール



問合　日本年金機構　大月年金事務所　☎ (22) ５８３７
　　　市民課　国保年金担当　　　　　☎ (23) ８０３７国民年金

　老齢基礎年金（６５歳から受けられる年金）は、

２０歳から６０歳になるまでの４０年間保険料を納め

なければ、満額の年金を受け取ることができません。

問合　市民課　国保年金担当　☎（23）８０３７

柔道整復師（整骨院・接骨院）のかかり方柔道整復師（整骨院・接骨院）のかかり方

①施術を受ける際は、負傷の原因（いつ、どこで、何をして、どんな症状か）を正確に伝えましょう。

　外傷性の負傷でない場合や、仕事中や通勤途上での負傷（労災保険対象）が原因の場合、健康保険

が使えません。交通事故など第三者行為による負傷の場合は、下記担当までお問い合わせください。

国保・高齢者医療

ご存知ですか？　国民年金の任意加入制度ご存知ですか？　国民年金の任意加入制度

②保険医療機関で治療中のものは、保険が使えません。

　同一の負傷について、同じ時期に整形外科の治療と柔道整復師の施術を重複・並行的に

受けた場合には、原則として柔道整復師の施術料は全額自己負担となります。

③「療養費支給申請書」の内容をよく確認してから署名しましょう。

　健康保険で施術を受けた場合は、療養費の申請のために「療養費支給申請書」

の受取代理人欄にご自身での署名が必要です。

④領収書は必ずもらって、保管しておきましょう。

⑤施術が長期にわたる場合は、医師の診断を受けましょう。

　長い間施術を受けても痛みが続く場合は、病気などによる内科的要因も考えられますので、一度保

険医療機関で受診しましょう。

※保険給付の適正化を図るため、健康保険で施術を受けた場合には、施術日や内容について照会する

　場合があります。照会がありましたら、回答にご協力をお願いします。

　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納

付済期間が４０年間に満たない場合は、６０歳から

６５歳になるまでの間に国民年金に任意加入して保険

料を納めることで、満額に近づけることができます。

※要件によっては、受給できない場合がありますので、

　詳細は、大月年金事務所までお問い合わせください。

納付期間が４０年間に満たない場合

○年間　納付

任意加入

未納分

20歳

65 歳

任意加入で未納分を補えます

60歳

○年間　納付 未納分

20歳 60 歳

「わたしと年金」エッセイ募集中　～あなたと公的年金のエピソードをお聞かせください～

　「わたしと年金」をテーマに、応募者ご自身やご家族との公的年金制度の関わりや公的年金の大切さ

などに関するエピソードを募集しています。たくさんの応募をお待ちしています。

○応募資格　一般、学生・生徒（中学生以上）　○応募期限　９月１９日（金）　※当日消印有効

○応 募 先　①郵　送　〒１６８－８５０５　東京都杉並区高井戸西３－５－２４

　　　　　　　　　　　　日本年金機構サービス推進部サービス推進グループ「わたしと年金」担当

　　　　　　②メール　watashito-nenkin@nenkin.go.jp
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はい、地域包括支援センターです

① ② ③

認知症サポーターになりましょう！！

　問合　保健介護課　地域包括支援センター　☎ (23) ８０３４

ここで一息！　頭の体操　３問クイズ !!　それぞれの答えは何でしょう？ （答えは、最終ページ下段をご覧ください。）

口＋鳥 十＋立＋大＋日比＋白 （３問目は熟語です。）

　身近に認知症の人がいた時に、見守り、手助けできる方が沢山いる

地域づくりを目指して、認知症サポーター養成講座を実施しています。

問合　大月市社会福祉協議会　☎ (23) ２００１
　　　福祉課　福祉総務担当　☎ (23) ８０３０

ご存じですか？
　　災害時要援護者登録制度

福祉チャンネル

　市では、障がい者や一人暮らしの高齢者など、災害が起こった時に自分の身を守ることが難

しい方々（災害時要援護者）が安心して暮らすことのできるよう、地域の皆さんとともに支え

合う「大月市災害時要援護者登録制度」に取り組んでいます。　

　認知症サポーターとは 認知症に関する正しい知識と理解を身に付

けた人のことで、何か特別のことをするわけではありません。

　こんな時どうしたらいいのだろう？　認知症ってなんだろう？

　講座で、皆さんの疑問が解決できるヒントがあると思います。

　現在、市内で１，１６３人の方が認知症サポーターとなっています。

○講座を申し込むには？

　大月市出前講座で講座を開催しています。自治会や老人クラブ、ボ

ランティアなどの団体、商工業組合、金融機関、企業、学校（児童・

生徒・教職員）、趣味の集まり、友人同士のグループなどで受講する

ことができますので、お気軽にご相談ください。

　認知症サポーター

には、認知症を支援

する目印としてオレ

ンジリング（ブレス

レット）をお渡しし

ます。

災害時要援護者 大月市社会福祉協議会・市福祉課

地域支援者

避難支援者 民生委員児童委員・地区社会福祉協議会など

登録を申請

情報提供

普段からの見守り

災害時の避難支援

安否確認

　登録は、大月市社会福祉協議会で受け付けています。また、地域の民生委員児童委員への相

談や福祉課でも登録の手続きをすることができます。

台帳へ登録
台帳へ登録

協力

　－ Orange ring－
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－ 目標 －

からだの元気
検診は、検診は、

　自覚症状のないうちか　自覚症状のないうちから！

　本市のがん検診の受診状況についてお伝えします。

　平成２５年度には受診率が上がっていますが、まだまだ低い状況にあります。

　検診を受診されて、胃がん１名、乳がん５名、大腸がん３名、肝がん１名、その他のがん１名の方

が発見されています。また、がん以外の疾患も多数見つかっています。

もっと。ずっと。

　「生活保護センター」を名乗る人から「あなたの個人情報が３か所に

漏れていて、１か所 ( Ａ社 ) だけは取り消せない。取り消すには代理の

人を立てる必要がある。」という電話があり、ボランティア団体の人が

代理人になってくれることになった。すると、突然Ａ社から連絡があり、

自分の「情報番号」を教えられた。

　その後、代理人から「情報番号」が必要だと聞かれ伝えた。次にＡ社

から「情報番号が漏れたことは違法行為になり、社員が逮捕された。あ

なたが保釈金一千万円払うように」と求められ、宅配便で現金を送った。

「個人情報を削除してあげる」　公的機関をかたる詐欺が急増！

あんしん生活
教えて！おつけちゃん

問合　保健介護課　健康増進担当 ☎ (23) ８０３８

　本市の消費生活キャラクター「おつけちゃん」が

皆さんのあんしん生活についてお知らせします！

消費生活相談（電話・面談）

　市役所で相談員が相談に

応じています。

（Ｐ３１カレンダー参照）

問合　

県民生活センター

地方相談室 ☎ (45)５０３８
市民課　

生活環境担当（相談員）

 　　　　　☎ (23)８０２３

【おつけちゃんから一言アドバイス】

○公的機関等をかたり「個人情報を削除してあげる」などと持ちかけ、

　最終的にお金をだまし取る手口が急増しています。

○個人情報の削除を持ちかける電話は詐欺です。相手にしないで、す

　ぐに電話を切りましょう。

検診項目 受診者数（人） 対象者数（人） 受診率（％）

胃がん １，６１１ ９，４８０ １７．０
腹部超音波・

肝炎ウイルス
２，４１２ ９，４８０ ２５．４

大腸がん ２，３６３ ９，４８０ ２４．９

肺がん ２，２２２ ９，４８０ ２３．４

子宮がん ９７６ ６，８６０ １４．２

乳がん ９４９ ６，０２０ １５．８

※対象者数は、国による推計値です。

　精密検査の結果から、がんが発見されていることからも自覚症状がないうちから毎年検診を受ける

ことの大切さがわかります。年 1回はがん検診、特定健診を受けましょう。

　申し込みがまだの方は、下記担当までお問合せください。

○平成２５年度検診の状況（大月市）

がん検診
受診率
５０％以上

らら！！
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過
ご
し
や
す
い
秋
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
秋
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
冠
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
一
つ
が
「
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
」
で
、「
運
動
会
」
や
「
学
園
祭
体
育
部
門
の
日
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

あ
る
小
学
校
の
運
動
会
で
、
次
の
よ
う
な
光
景
を
見
ま
し
た
。
そ

の
学
校
で
は
、
各
学
年
が
入
る
よ
う
に
チ
ー
ム
を
作
り
、
上
級
生
が

下
級
生
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
校
で
取
り
組
む
競
争
種
目
の
時
の
こ
と
で
し
た
。
僅
差
で
他
を

リ
ー
ド
し
て
い
た
チ
ー
ム
の
中
の
あ
る
ペ
ア
が
反
則
を
し
ま
し
た
。

他
チ
ー
ム
は
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
反
則
を
し
た
チ
ー

ム
の
リ
ー
ダ
ー
は
そ
れ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
彼
は
た
め
ら
わ
ず
に
そ

の
ペ
ア
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
戻
し
、
正
し
い
方
法
で
や
り
直
し
を
さ

せ
ま
し
た
。
当
然
チ
ー
ム
は
ビ
リ
と
な
っ
て
し
ま
い
、
子
ど
も
た
ち

は
落
胆
し
ま
し
た
。
し
か
し
チ
ー
ム
内
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
批
判
の
声

は
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
は
運
動
会
当
日
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
練
習
の
中

で
、
勝
つ
た
め
に
一
生
懸
命
努
力
し
て
も
、
勝
ち
に
こ
だ
わ
る
よ
り

ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と
い
う
姿
勢
の
現
れ
で
し
た
。

　

こ
の
一
連
の
姿
が
、
子
ど
も
た
ち
相
互
だ
け
で
な
く
、
大
人
た
ち

か
ら
も
大
い
に
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。
正
当
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
価
値
観
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。

相
談
室
か
ら
一
言

【教育相談室のご案内】

◆相談内容

　「就学」や「学校

生活の悩み」など

◆相談方法　

　面接相談

◆相談日・時間

　毎週月・火・木曜日

　午前９時 30分

　　　　～午後３時

◆申し込み先

　大月市教育相談室

　　（市役所内）

　☎ (23)８０５８
※相談は無料で、

　秘密は厳守します

（要予約）お気軽に

　ご相談ください。

 図書館へ
　　行こう！

★今月のお薦め図書

・三陸鉄道情熱復活物語（品
しながわ

川雅
まさひこ

彦）

　東日本大震災で大きな打撃を受けた三陸鉄道

は、なぜ３年で復活できたのか？真
しんし

摯な姿勢の社

員、再運行を心待ちにしていた地域住民。復活に

かけた記録をまとめた一冊。

★新着図書《一般》

・ハチハンドブック（藤
ふじまる

丸篤
あつ お

夫）

★おすすめの児童図書

・１０分で読めるおばけやようかいの話

　　　　　　　　　　　　　　（学
がっけん

研教
きょういく

育出
しゅっぱん

版）

　「ろくろ首」から「花子さん」まで、昔や今の

おばけやようかいが大集合！こわいけど読みた

い、読むとぞくぞくする１０作品を収録。

★新着図書《児童》

・おとまりのひ（村
むらかみ

上康
やすなり

成）

・かみなりどんがやってきた（あおきひろえ）

★展示のご案内　　　　

・常設展示

　『こども向けのおすすめ本』（１階特別展示コーナー）

・期間展示（～９月２８日）

　『オトナにおすすめ』（１階特別展示コーナー）

・期間展示（～１０月３０日）

　『職員おすすめの本』（１階展示架）

　『たべものの本』（２階展示ホール）

★お知らせ

　予約資料は、連絡した日から７日以内にご来館く

ださい。ご来館できない場合は、連絡をお願いします。

★おはなし会・よみきかせ（２階おはなしコーナー）

○朗読ボランティア『如月の会』

　「たのしいひととき」  １２日（金）午前１１時～

　対象：幼児　内容：本・紙芝居の読み聞かせ

○絵本とおはなしの会『ぐりとぐら』

　「おはなし会」　２０日（土）午前１１時～

　対象：幼児・小学生　内容：絵本の読み聞かせとおはなし

　「ちいさなおへや」　１７日（水）午前１１時～

　対象：乳幼児　内容：絵本の読み聞かせ、手あそび

図書館利用・開館時間（※図書館の運営には、電源立地地域対策交付金が活用されています。）

　「火・水・木・金」･･･ 午前９時～午後７時　　「土・日・祝日」･･･ 午前９時～午後５時

今月の休館日　　１日（月）・　８日（月）・１６日（火）・２２日（月）・２４日（水）

　　　　　　　２９日（月）・３０日（火）　　　　　　　　問合　市立図書館　☎ (22) ４８１５

）

おはなし
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おおつき情報カレンダー
９  2014 長月

10
火日 木月 水 金 土

OCT

※略称

役…市役所　福…福祉センター　保…保健センター　市…市民会館

各種相談情報
子育て支援情報

上記表のマークについて

今月のイベント情報などのお知らせです。

詳細は、お問い合わせくださいね！

… 法律相談（要予約）午前９時～正午 役 市民課 (23)8023

… 人権相談 午後１時～３時 市 市民課 (23)8023

… 行政相談 午後１時～３時 役 市民課 (23)8023

… 登記相談（要予約）午後１時～２時 30 分 役 市民課 (23)8023

… 消費生活相談 午前９時～午後４時 役 市民課 (23)8023

… 心配ごと相談 午前９時～ 福 社会福祉協議会 (23)2001

… 結婚相談 午後１時～５時 市 結婚相談所 (22)4811

法

結

消

登

行

人

心
配

Ａ　４か月児（H26.4）健診　 　　　　  午後 1時 15 分受付

Ｂ　９か月児（H25.11）健診 　　　　　 午後 1時 15 分受付

Ｃ　１歳６か月児（H25.2）健診  　　 　午後 1時 15 分受付

Ｄ　２歳児（H24.8）歯科健診　　　　   午後 1時 15 分受付

Ｅ　２歳６か月児（H24.2）フッ素塗布 　午後 1時 15 分受付

Ｆ　３歳児（H23.7）健診　　　　　　　 午後 1時 15 分受付

Ｇ　ママパパ学級　　　　　　　　　　  午後 1時 20 分～

Ｈ　育児教室（H26.8）　　　　　　　　  午後 1時 20 分受付

Ｉ　もぐもぐ（離乳食）教室　　　　　  午前 9時 20 分までに受付

Ｊ　ﾋﾞｯｸﾞﾑｰﾝﾍﾞｲﾋﾞｰ（乳児）　　　　　　 午前 10 時～

Ｋ　ﾋﾞｯｸﾞﾑｰﾝﾍﾞｲﾋﾞｰ（幼児）　　　　　　 午前 10 時～

※場所　保健センター　※問合　保健介護課健康増進担当（23）8038

　●今月の納税期限　★国民健康保険税／★介護保険料／★後期高齢者医療保険料…３期納期　

Ｈ

心
配

心
配

心
配

Ｂ

Ａ

Ｋ

Ｊ

行

日 sun 月 mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土 sat

１
●メールマガジン
配信日

２ ３ ４ ５ ６

７
●社会福祉チャリ
ティーゴルフ大会

８
●お月見ナイト

P25

   

９
●人権啓発講演会
P23

10 11 12
●子どもの救急法
を学ぼう　P23

13

14
●つきの市
午前 9時～午後 1時

( 宮谷入口信号横）　

15

   

16 17 18
●親子遊び　P23

19
●親子遊び　P23

20
●大ツキ夕やけ市
午後３時～８時

（大月駅前）

21
●秋の全国交通安
全運動（～ 30 日）
P21

22 23 24 25 26 27

28 29 30
●手作り教室 P23

１
●大月短期大学

公開講座　P23

10 月

２ ３ ４
●金婚祝賀式

法

登 人

消消

心
配

心
配

心
配

Ｃ

Ｆ

消

心
配

消

消
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まちまちの話題の話題
HOT SPOTHOT SPOT

　今年も真木福正寺境内の道場で１０回の教室

が開かれ、１３歳から７５歳までの延べ７６名

が参加しました。

　講師から基本姿勢や動作、礼儀作法などを一

人ずつ丁寧に習い、武道の心を磨いていました。

　どんなことでも的を射るとは、とても難しい

ようです。

 大月市弓道教室　
　　　　　　　　　　６～ 7月　真弓会道場
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★身近な話題をお伝えするコーナーです。あなたの地域の情報をお待ちしています。

　子どもたちが健やかに成長するよう毎年、恒

例となっている祭りが主任児童委員や母親クラ

ブの協力により、行われました。

　親子や友だち同士が参加して、輪投げやスー

パーボールすくい、いろいろなお店で楽しんで

いました。また、今年は手作り神輿に思い思い

の絵を飾り、みんなで完成を祝っていました。

８／ 21　市総合福祉センター
 児童館夏祭り

　市制施行６０周年記念事業として、２６０名

（県内１３１名、県外１２９名）が参加する卓

球大会が行われました。

　卓球好きの小遊三師匠もテレビでは見れない

真剣なまなざしで、ラケットを手にしていまし

た。熱戦となった卓球を通じての健康づくりと

交流の一日となりました。

 三遊亭小遊三杯第３回大月オープン

　今年も大月市保健活動推進員会による夏休み

のイベントが行われました。　

　料理教室では、講師となった推進員６名が、

調理の仕方だけでなく、食の大切さや料理の楽

しさなどを優しく丁寧に教えていました。

　最後に安心・安全な食材で作った料理をみん

なでおいしくいただきました。

７／ 26　市総合福祉センター
 親子ふれあい料理教室

上手にできた！野菜たっぷり手作り肉まんと上手にできた！野菜たっぷり手作り肉まんと
　　　　　　　　シュワシュワフルーツポンチ　　　　　　　　シュワシュワフルーツポンチ

　ラージボール卓球大会　７／20　市民総合体育館
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ＤＡＴＡ　（Ｈ26.8.1 現在）住民基本台帳による

世帯数 10,647　人口 26,698　〈男〉13,090　〈女〉13,608
この広報は、環境保護に配慮した再生紙、大豆油インキを使用しています。

ほっとタイム

Ｐ 28 ３問クイズのこたえ ①鳴　 ②皆　 ③本音

●発行日／平成 26 年９月 1日
●発行・編集／大月市　〒 401-8601 山梨県大月市大月 2-6-20
●広報の問合先 / 秘書広報課 広聴広報担当
　TEL0554（23）8005　FAX0554（23）1216
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①市ホームページ　　　
http://www.city.otsuki.yamanashi.jp/
②市公式フェイスブック
https://www.facebook.com/otsukicity

ＱＲコードからも読み取りができます

情報発信

① ②

☆メールマガジン
イベント（毎月１日）や防災（随時）
の情報を配信しています。
※市ホームページからご登録ください。

　この夏、我が家では、子
どものひと言で、朝顔を
育てることにしました。
　一緒に種をまき、毎朝
の水やりを続けましたが、
なかなか変化が見られな
いことで、次第に、興味
が薄れ、いつの間にか、
私の仕事に…
　子どもの頃の自由研究
を思い出しながら、日課
を楽しみました。皆さん
は、どんな夏を過ごし
ましたか。　　（Ｍ）

久
くしま

島千
ちさ と

知ちゃん（２才）
猿橋町伊良原

「ＳＮＳ研修生として
毎日素振り頑張ってま
す☆」

相
あいざわ

澤 瞬
しゅん

ちゃん（３才）

猿橋町藤崎

「瞬さん逞しくなってね
(T-T)♡」

深
ふかさわ

澤 昂
こう

ちゃん（２才）

猿橋町猿橋

「緊急車両大好き！アイ
スも大好き！甘えん坊
のコウです☆元気が一
番！！これからすくすく
育ってね」

志
しむら

村 陸
りく

ちゃん（３才）

賑岡町強瀬

「甘ったれで泣き虫だけ
どみんなに優しいりっ
くんです☆そんなりっ
くんがママはだーいす
き♡」

志
しむら

村斗
とう ま

真ちゃん（３才）
笹子町吉久保

「『とうまくんもやりた
い～』と、なんでも興
味津 ！々！ お手伝いもイ
タズラも大～好き！！」

森
も り く ぼ

久保 琉
るい

ちゃん（２才）

大月町花咲

「甘えん坊なのに、お友
達にはしっかり者のる
いちゃん♡我が家のボ
ス的存在でーす（笑）」

露
つゆざき

崎せらちゃん（１才）
賑岡町ゆりヶ丘

「お姉ちゃん大好きgirl
☆真似して一緒に踊っ
てます♪いっぱい食べ
て大きくなぁれ (*^^*)」

原
はらだ

田聖
せ り な

李愛ちゃん（３才）

富浜町鳥沢

「マイブームはお手伝
い！卵も割れるよ！お
歌と変顔が得意なせり
ちゃんです。」

藤
ふじもと

本琉
るき あ

煌ちゃん（３才）
賑岡町強瀬

「甘えんぼでマイペー
スでおしゃべりでや
んちゃな次男坊るっ
きー！！♡」

渡
わたなべ

邊惠
けい と

斗ちゃん（３才）
大月町真木

「お姉ちゃん達も泣かせ
ちゃう！生キズたえな
い惠斗です☆」

小
おまた

俣結
ゆう が

雅ちゃん（３才）
大月町真木

「ヴァン君とだだんだん
とトッキュウジャーが
大好きないたずらっ子。
ねぇね達にも負けない
よ！」

嶋
しまざき

崎 楓
ふう

ちゃん（３才）

猿橋町小沢

「弟のひょうが生まれ
て少しはお姉ちゃんに
なった？将来はAKB？
投票お願いしまーす♡
（笑）」

小
おまた

俣美
み あ

空ちゃん（２才）
大月町真木

「水遊びがだぁーい好き
♡とってもヤンチャな
みあちゃんです♡」

花
はなうえ

上咲
さく ら

來ちゃん（３才）
猿橋町猿橋

「ピンク大好き咲來さん
☆最近はネイルにお化
粧、シンデレラになり
たいとか (#^.^#)♩」

月生まれの９
元気な子

天
あまの

野睦
よしひろ

大ちゃん（３才）
大月町真木

「いつもニコニコ元気
です (*^^)v ゲラゲラ
ポーッ！！」


